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多文化教育の 社会統合機能に 関す る実証 的研究
　　　　　　　

一
中国 に おけ る二 言語教育を通 して

一

張　瓊華

1． 問題 の 所在

　 1970年 代以 降，多 くの 多民族国家に お い て ，新た な社会統合 の 理 念 と して 多文化主

義
q ｝が 提 唱 され て きた 。 しか し近 年 ， その 有効性 に 関 して 疑問 が 投 げ か け ら れ て い

る 。 そ こ で 本稿 は， その 問題 に つ い て 考 え るた め の 1 つ の 基礎作 業 と して ， まず 中国

に お け る 多文主 義の 現状を 明 らか に し，次 に 中国 の チベ ッ ト族 出身の 中学生を対象に

した 質 問 紙調 査 に もとづ き，多文化主 義 政策 ・多 文 化教 育 の
一環 と して の 二 言 語教育

が 生 徒 の 社会 的帰属意識に 及 ぼ す 影響 に つ い て 検討 する 。 そ れ を通 して 多 文化 教 育 に

よ る 社会統合 の 可 能性 に つ い て 考 察す る 。

　多民 族 国家 が 統 合 を維 持 して い くに は ， そ れ を支え る 国民意識の 形成 ・浸透が 不 可

欠 だ とい われ る 。 そ れ は ，同化主義を採用 す る社会 で あ っ て も，多文化主 義を採用す

る社 会 で あ っ て も同 じで あ る CH　1村　1988，了4頁）。 しか し，民族 的ア イ デ ン テ ィ テ ィ

を保持 しなが ら、社会の 統合を維持 して い くこ と は ，川村 （1988，74頁丿 も指摘 した

よ うに 多文化主 義 の 大 き な課題 なの で あ る 。

　多 文 化主 義を 採用 して きた 多 くの 国 で は ，学校に お け る 多文化教育， と りわ け 二 言

語教育 を そ の 主 要な 戦略 の 1 つ と して きた 。 そ こ で は，共通 言語 の 普及．共通文化の

形成 を促進す る と 同時に ，民族言語 ・民族文化を伝達 ・維 持する と い う役割が 期待 さ

れ て き た 。 二 言語 教 育 を通 じて ，民 族文化 と主 流文 化の 共存 と ， 社会の 統合を実 現す

る こ とが 企 図 さ れ て きた の で あ る 。

　しか し，関 根 （1994，222 頁） も指摘 す るよ うに ． 「同化 主 義政策 は 大 きな 限 界 を
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も っ て い るが ， さ りとて 多文化主義が 人種 ・民族 ・エ ス ニ ッ ク問題 の 解決に と り万能

薬だ と もい え な い j とい う評価が あ る こ と も事実 で あ る 。 そ うだ と した ら学問的 に も

政策的 に も重 要な課題 は，多文化主義の 有効性 と限界を 明 らか に す る こ とで あ る 。 と

い うの も，多 くの 社会 で ， 同化主 義 は抑圧 と強舗 に よ る統合 と して 道義的 に 非難 さ

れ ， また ， 少数民族の 離反 ・反抗を 誘発す る と して 政 策 的に も否定 され ，多文化主 義

が 採用 され る こ とに な っ た か らで あ る 。

　多文化 主 義政策は 多様で あ りうる 。 ア メ リカ の 社会学 者 ゴ ー ドン は ， 多文化主 義を

ij ベ ラ ル 多元 主義 （liberal　 plurahsm ） と コ
ーポ レ イ ト多元主義 （corporate 　plu−

ralism ） とに 分け て い る 。
こ の 区別は 重要 で あ る 。 リベ ラ ル 多元 主 義 は機 会 の 平 等

を 重視 し，私 的生活領域で の 文化的多様 性を認 あ るが ，公 的 生活領域で の 文化的 多様

牲を認 め な い と い う立場 で あ る 。
コ

ーポ レイ ト多元 主義 は ，結 果 の 平 等を重 視 し．少

数民族集団を，法的 ・政治 的 に 自律 的 団体 と して 公 認 し ， 多言語放送，多言語 コ ミ ュ

ニ ケ
ー シ ョ ン 文書，多言語 ・多文 化 教 育を 促 す と い う立場で あ る 。

ゴ ー ドン は． コ
ー

ポ レイ ト多元 主 義 の 実現 可能性は 乏 しく， リベ ラ ル 多元 主 義 の ほ うが よ りよ い結 果を

もた らす可能性が あ る と推論 して い る （Gordon ， 1975； 1984，144頁 ）。 こ の ゴ ー ド

ン の 観点か らす れば，学校 に おけ る多文化教育 ・二 言語教 育 に は消極 的な 立場 に 立 つ

こ と に な ろ う 。 しか しゴ ー ドン は， コ
ーポ レイ ト多元主義 の 実現可能性 が乏 しい と い

うこ とを実証 的 に 論 じて い るわ けで は ない
。 また ，多文化 主 義 が 「万 能薬」 で な い と

して も， だか らとい っ て ． その 有効性を否定 し ， 多文化教育 ・二 言語 教育を排除 して

よい と い う こ と に もな らな い
。

コ
ーポ レ イ ト多元主 義の 実現 可能性， その 具 体 的政 策

と して の 多文化 教育 ・二 言語教育 の 有効 性 に つ い て は． そ の 実際の 影響を実証的に 解

明 して は じめて 分折 的 ・合理 的に 論 じ る こ とが 可能に な る とい え よ う 。

　多 文化教育 ・二 言語教育が 民族 文化 共生 と社会統合の 実現に 寄与す るか ど うか を問

う際，社会統合 に つ い て ，形 式 的 統合 と実質的統合 とい う 2 つ の レベ ル を区別 して 考

え る こ とが で きる 。 こ こ に形式的統合 は主 流 民族 と非主 流 民 族 と の 力関係を前 提に ，

法 制 度 と そ れ を基盤 に した 国家 （主流民族 ）権 力行使 に よ っ て 維 持 され る統 台 ，実質

的統 合 は 非主流民 族の 自発的同意に よ っ て 成 り立 つ 統合で あ る 。 実質 的統合 は ，形 式

的統台が 強圧 的，疎外的 な も の に な らない た め に ，つ ま り形 式的統台 の 正 当性 を維 持

す る ため に 重 要で あ る 。 した が っ て ，多文 化教 育の 社 会 統合 機能 を み るた め に ，多文

化教 育 の 中核的要素で あ る 二 言語 教 育 が 実 質 的統合 に寄与 して い る か ど うか を間 う必

要が あ る の で あ ろ う 。 本稿で は，実質的統合が 達成 されて い るか ど うか を社会的帰 属

意識の 側面か ら検討す る 。
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　 多文化 主義 や 多文化教育 ・二 言 語教育に 関す る こ れ ま で の 研究は ，   多文化主 義が

なぜ 導入 されて きた の か ，多文化教育理 念が どの よ うに 展 開されて きた か に 関する解

釈 （関口 　 1985，佐 々 木 　 1985），  多文化主義政策 と して の 多文化教育 とは どの よ

うな もの か， その 内容 は何 か，多様 な民族 文化が ど の よ うに 教 え られ ，学 習 され て い

る の か と い う多文化教育 の 実態 に 関する検討 （江 淵　1985，中島　1985，白岩 　1991，

樋 口　 1993 ），   少数民族 側は多文化教 育 ・二 言語 教 育に ど の よ う に 対応 して い る の

か に 関す る分析 （張瓊華　 1996） 及 び，  多文化 教育 ・二 言 語教育 は どの よ うな 影 響

を もた ら して い るの か とい う問 い に関す る 研究 （池 田 　1993）に分類で きる 。   と 

は 多文化教育の 理 念や政策 ・制度を記 述 した もの が 中心 で あ っ た 。   と   の 実証研究

は ． い くつ か の 示唆を示 して い る が．未解 決の 課題 も残 して きた
。

　 第 i に ，筆者の 中国を対象 と した研究 は ，二 言語 教育 へ の 対応 の 仕 方 は民族 内 で も

社会階層 や 家庭環 境に よ っ て 多様 で ある こ と を明 らか に した 。 具体的 に は ， 小 学校か

ら中学 校 へ 移行す る 際，出身小学 校と同 じ教 授 言語 を使用 す る 中学校 を選 択す る生徒

もい れ ば 、異 な る教 授言語 を 使馬する 中学校 を選 択す る生 徒 も い る。 そ して ， その 選

択 は ，家庭環 境や 小学 校で の 言語教育の 経験 に よ っ て 影 響 さ れ て い る 。 この 研 究は ，

二 言語 教 育 へ の 対 応 が 家 庭 環境 に よ る 違 い が あ る と い う点 を示唆 して い るが ，教授言

語 別に よ る教育が 生 徒の 社会化 に 及ぼ す影響 に 踏み 込ん で 分折され て い な い 。

　 第 2 に ，池 田 の シ ン ガ ポ ー
ル を対象に した研究 は ，言語教育政策 に よ り成年 と青少

年 との 間で J 言語使用形 態の 変容 が もた らされ て い る こ とと，英語を 柱 とす る 言語使

用 能 力 が 国 民 意識 の 変容 に 影響 を及 ぼ して い る こ とを明 らか に した 。 こ の 研究 は ，言

語能力 と国民意 識 の 変容 と関連 して い る こ とを 示唆 して い る が ，言 語 能力と教 授言語

や 社会 階 層 との 関連が 分析 さ れ て い な い こ と及 び，言語 能 力 と民 族 的 ア イ デ ン テ ィ

テ ィ ， 民族間の 境界意識 の 変容 と の 関連が 問われ て い な い と い う限界が あ る 。

　以 上の よ うな先行研究 の 視 点 と限 界 を踏 まえ ，本稿 で は，多民 族国 家の 中国 を と り

あ げ，次 の 2 つ の 課題 を解 明する 。 ま ず マ ク ロ レベ ル で ，中国に お け る 多文化 主義の

現状， つ ま り中国 の 多文化主義が ど の よ うに 位置 づ け られ るか を明 らか に す る 。 次に

ミ ク ロ レ ベ ル で b その 多文化主義の 理 念を もとに 実施 され て い る教育が 生 徒の 社 会的

帰属 意 識 に 与え る 影響を 質問紙調査の デ ー
タに もとつ い て 分析す る 。 これ ら 2 つ の 課

題 を 検討 した上 で ， マ ク ロ な現状 と ミク ロ な動 向か ら，多文化主義に と っ て の 課題 と

多 文 化 教育 の 社会 統 合の 可 能 性 に つ い て 考 察を 行 う 。 こ の 課 題 を 中 国 の 事擁 を 通 して

分析 す る こ とに よ っ て F 多 くの 多民族 国 家に お け る多文化教育に 示唆を与 え る こ とが

で きるで あろ う 。
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2． 中国 に お ける多文化主義の 位置づ け

　 こ こ で は まず．中国 に お け る 少数民族問題 に つ い て 整 理 し，民族 問 題 に 対 応 す るた

め に 中国政府が どの よ うな 理 念や 法制度を準備 し， また ど の よ うな具体的政策や 措置

を と っ て き たか を概 観す る 。 そ して さ らに ， こ れ らの 政 策 が 多 文化主 義 に則 っ た もの

で あ るの か 。 そ うだ とする と， ゴ ー ドン の リベ ラ ル と コ
ーポ レ イ ト多 元王 義の ど ち ら

に位 置つ くもの な の か を評 価 して お きた い
。

　中国で は ，チ ベ ッ ト族 ，モ ン ゴ ル 族 ，ウ イ グル 族 な ど 55の 少数民族集団を抱え て い

る 。 少数民族の なか で ， チベ ッ ト族は 世界の 屋 根 と称 されて い る青海
・チベ ッ ト高原

で 生 活 を営 ん で お り t 全員 大乗仏 教 を信仰 す る 。 チ ベ ッ ト族の 居 住地 は イ ン ド， ネ

パ ー
ル ， ブータ ン，パ キ ス タ ンな どの 国 と国境を接 して い る 。 行政的に は， 5 つ の 省

（区 ）  に また が っ て 住ん で い る 。 歴史上 ，チ ベ ッ ト族 の 社 会 と清王朝 との 関係 は 朝貢

で あ っ た し，絶 えず 戦争状態に あ っ た 国民 党時代 も，中央政府が チ ベ ッ トに関心 を 示

す余裕は なか っ た。 そ の 時の チベ ッ ト族社会 は 政教 合
一 の 政 治 制度

（3）を もち，伝 統的

教育 は宗教教育を主 と して い た 。 1959年に 中国政府 に よ る 民主改革 に よ り，チ ベ ッ ト

族社会 と漢畏族社会 と の 関係が 朝貢か ら形式的統合 へ と移行 した。 しか し， チ ベ ッ ト

族を は じあ とす る 中国 の 少 数 民族 は それ ぞれ の 言 語 ・文化 ・宗教に 応 じて 固 有の 民 族

意識を保持 して お り，中国 へ の 帰属意 識は 極めて 希薄で あ り，折 りに 触 れ て脱 中国 化

の 動 きを展 開 して きた 。 そ こ で 中国政府 は ，
「民族平等」 と 「民族団結亅 と い う理 念 t’a”

を打 ち出 し，形 式的統合だ けで な く実質的統合を 促進 しよ う と して き た。

　80年代か ら，少数 民 族 に 関 す る諸 問 題 を解決す るた め の 法制 度が 整備 さ れ た 。 例え

ば ， 「中華人民 共和国憲 法」 （1982） に お け る 民 族 に 関 す る 条文 は 第 4 条 ，第 119条 ，

第 121条が あ る 。 そ れぞ れ の 条文 は 次 の よ うに 規 定 して い る 。
「国 家は，少数民族 の 特

徴及 び必 要 に もとづ き，少数民 族地 区の 経済及 び文化 の 速や か な発展 に 援助を す る 。

少数民族の 集居地 域で は ，区域 自治 を実施 しt 自治 機関 を設 け， 自治権を行使す る 。

民族 自治区域 は ，す べ て 中国の 切 り離 し得 ない 一
部で あ る 。 各民族は ， 自民族 の 言語

・文字を使用 し発 展 させ る 自由を有 し，従来の 風俗，習慣を保持 また は 改革 す る 自由

を有 する 」 （第 4 条）。
「民族 自治 区域 の 自治機関 は、 自− 的 に そ の 区 域の 教育．科学

文化 ，厚 生 福祉 ，ス ポ ー
ツ 事業を管理 し，民族の 文化遺 産 を保護 ・整理 し，民 族 文化

を発展 ・繁栄 させ る義務を負 う」 （第 119条）。
「民 族 自治区域の 自治機関が職務を執行

す る 際 に， そ の 区域 の 条例 の 規定 に もと づ き，同地方で 使用 さ れ る 1種 また は 数種類

の 言語 ・文字を使用 す る 」 （第 121条）。
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　 また， 「中華人民 共和 国 民族 区域 自治 法」 （1984） は，民族教育を次の よ うに 具 体的

に 規定 して い る 。
「民 族 自治 区域 の 自治 機関 は ， 国 家の 教育方針 及 び 法律 に もと づ

き， そ の 区域 の 教 育方針，学校 の 設立 ，学制，学校 運 営 の 方 式 ，講 義 内 容 ，教授 言

語 s 入 学 者 選抜 の 方 法 を 決定 す る」 （第 36条 ）。
「民 族 自治 区域の 自治機 関は ， 民族固

有の 生 活様式 と ， 民 族的特徴 の あ る文学 ， 芸術 ， 新聞，出版 ，映画， テ レ ビ等 の 民族

文化事業を 自主的 に 発展 させ る 。 自治機関 は s 民族 言語 の 書籍 を収集 ，整理 ，翻 訳 ，

出版 し，か つ 民族 の 名勝 古跡，文化財 そ の 他 の 重要 な歴 史的 ・文化 的遺産 を 保護す

る 」 （第38条）。
「上 級国家 機関 は ， 民族 自治区域が 教 育事業 の 促 進 ， その 区域 の 科学

文化の 水準の 向上を行 究 た 事業 に 対 し て 援助をす る 。 国家は ，民族大 学を設 立 ・運 営

し，か つ ，大 学教 育機関に 民族 班 や民族 予科を設 立 ・運 営 し，少数民 族学 生を積極的

に受 け入れ る 。 また 、一
定 の 目的の た め に 学生の 採 用 ・卒業後 の 就 職 等 に つ い て 特別

な措 置 を と る こ とが で き る 。 大学 教育機関 と高等専門学 校 の 新入生募 集の 際に ， 少数

民族の 受験生 に 対 し，合格基 準を 適 当 に 緩 和す る 」 （第 65条）臥 ， こ の よ う に ， 憲法で

民 族 自治 、民 族 文化 の 保 護 ・発展， そ して 国家の 民族 区 域 に 対 す る 援 助 を 定 め て い

る 。 自治法は民 族 自治区域の 教育行政機関の 民族学校の 設立 ・運営や 教授言語 の 権限

を認 め て い る 。

　憲法 や 自治 法 を もとに と られ て い る多文 化教 育 に 関 す る政 策，措置 は 次 の よ うに 整

理 され る 。 民 族学 校の 設 立 に 関 して は ， 少数民族 エ リ
ー

トを 養成 す る ため の 民 族 大学

・学 院 ，普 通 大 学 に お い て 民 族班 を （教 育司　 48， 65頁 ）． そ して 義務教 育を普 及 す

る た め に 全寮制の 小 ・中民族学校を設 置 す る政策を と っ て い る （教育 司　242頁 ）。 教

育内容 に 関 して は ，少数民族 の 言語 ・文 化 を学校 教 育 に と り入れ て 教 育 を 行 い ，特に

二 言語 教 育を重視 して い る ぐ教育 司　 247頁）。 民族教育 に 関 する 国家 の 援助 に 関 して

は，民族 教 育 に特 別 な 補 助 経 費 （学 校 の 修 理 ，設 備 の 改 善 ，図 書の 購 入 な ど の た め

に ）を 出 し （教育司　 186頁）， また ， 生徒 の 生 活 に も経 済的援助す る こ と に な っ て い

る （教育 司　 242頁冫。 入学 者選抜 に 関 して は ，少数民族受験生 の 合格 点を下げ て 募集

す る とい っ た
一
優遇 II 昔置 を と っ て い る （教育 司　 202， 203頁）。

　現状 で は ，民 族大 学
・
学 院 は 13校 とな り，少 数 民族 文 字で 出版 した 教材は 1470種類

に の ぼ る 徽 育 司　 485頁 〉。 そ して 30の 少数民集団が 二 言語 教育 を 実 施 して い る（陳

紅淘　 1990 ， 225頁 ）。 共通 言語 の 漢語 を教授言語に す るか 民族言語を 教授言語 に す る

か は 各民族 自治機関 に よ っ て 決 め られ る た め ，二 言語教 育の 実施 形 態 は 民族 や 区 域 に

よ っ て 多 様で あ るが ，教授 言語 の 採用 を基 準 と して み れ ば ，次の 2 つ の タ イ プ の 二 言

語教育 に 分類 さ れ よ う。 1 つ は ，民 族言語 を教授言 語 と し，共通 言語 の 漢語を 教科 と
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して 学習す る タイ プ， もう 1 つ は，漢語を教授言語 と し，民族言語を 教科 と して 学 習

する ク イプで あ る （趙恒烈 　1988， 293頁）。 四 川省 は こ の 2 つ の タイ プの 二 言語教育

を並行 して 行わ れて い る（6）
。

　こ の よ うに ，少数民族教育に 対 す る国 家の 援助 や 少数民族を対象とす る民 族大 学 な

どの 設置及 び入 学者選抜の 優遇措置な どは ，結 果の 平等 を重ん じて い るとい え よ う。

民族 文化 ・言語が学校教育 に導 入 され る こ と は ， 私的生 活領域で の 文化的多様性を認

め るだ け で は な く， 公的生 活の 文化的多様牲 も積極 的に 促 して い る と い え る 。 丸 山

（1996， 108頁 ）が 指摘す るよ うに ， 「中国政府の 少 数民族政策 は，基 本的 に は地 方 自

治制 と民 族的多様性を 容認 す る文 化多元主義的で あ る」。 また ， 中国 に お け る多文化

教育 （民族教 育） は，咯 地で 着実 に 実行 されて お り，制 度面で も実際面で も進ん だ

もの と な っ て い る」 （白岩 　1991， 39頁）。

　中国 に お け る 文化多元 主 義 は上で 挙 げた 法律の 条文か らも実際 に と られ て い る政策

や措 置 ，そ して 多文化 教育の 実態 か らも明 らか な よ うに ， コ
ーポ レイ ト多元主 義に 位

置づ け られ る の で あ ろ う 。

　 コ
ーポ レ イ ト多元主義は 実現 しが た い だ ろ うか 。 次 に ，中国 に お け る異な る タ イ プ

の 二 言語教育 が生 徒の 社会的 帰属 意 識 に 与 え る影 響 を調査デ ー
タ に もとつ い て 分析 す

る 。 筆 者 は 1995年 3月 に 中国 四 m 省阿覇 チ ベ ッ ト族 自治 州 の 4 つ の 県 で 質 悶紙調査

〔「二 言語教育 に 関す る謂査 」） を行 っ た 。 こ の 調査 は ，同地域の 県政府所在地 で あ る

小都市の 8 つ の 中学校で ， 2 年 と 3年生全員 （65D人）を対象 と した （回収 率 100％ ）（7）。

3． 生徒の 社会的帰属意識

　学校 の 種 別や コ
ー

ス が生 徒の 進路展望や 社会化 の 過程を枠付け る トラ ッ クと して 機

能す る こ と は ， こ れ ま で 多 くの 研 究 が 指摘 して きた と こ ろ で あ る （Rosenbaum

1976，岩木 ・耳塚 　1983）。 前述 した よ うに ，中国 の 二 言語 教育は 2 つ の タ イ プが あ

る 。 そ こ で ， 小学校か ら中学 校に か けて ． そ れ ら の タイ プの 組み合わせ が 教授言語 を

媒介 に した トラ ッ ク と して 機能 して い る可 能性が あ る｛9｝
。 そ こ で 以 下で は，そ の 組 み

合わ せ を 「教授言語 トラ ッ ク 」 と呼 び，仮 説 的に 次の 3 つ の 教授言語 トラ ッ クを 区 別

して 考察す る （図 1 参 照 ）。 トラ ッ ク 1 は t 小学 校か ら中学校 まで
一

貫 して 民 族言 語

を教 授 言 語 とす る学 校に 通 う場合， トラ ッ クH は，小学校 と 中学校で 教授言語 の 異 な

る学 校 に 通 う場合， トラ ッ ク 珥 は ，小学校 か ら中学 校 まで
一・・

貫 して 漢語を教授 言語 と

す る学校に 通 う場合で あ る。 以下 の ミク ロ レベ ル で の 分 析 で は， こ の 教授言語 トラ ッ

クに よ っ て ，生徒の 社会的帰 属意 識 が影 響 され て い るか ど うか を検討 す る 。
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多文化教育の 社会統合機能に 関す る 実証的研究

小学校　　　　　 中学抜 教授 言語 トラ ッ ク

タ イ プ ユ

＼
　 　 　 　 　 　 　 　 タ イ プ 1

タ イプ 2

　 　 　 　 　 　 　 　 タ イプ 2

タ イプ 3 ／

トラ ッ ク 1

トラ ッ ク II

トラ ッ ク m

： 1 → 1G19 人）

　 3 → 1　 　 2 → 1

　（122人 ） （163人）

：　 2 → 2　 　 3 → 2

　（148人）　 （78 人〉

1 → 2

く20人 ）

　　　　　　　　 図 1　 教授言語 トラ ッ ク

注 ：タ イプ 1 ；民 族 言 語 を教投 言 語 と し， 漢 語 を 教科 と し て 学 習 す る学校

　 タ イプ 2 ：漢 語 を 教授 言語 と し，民 族 言語 を 教科 と し て 学 習 す る 学校

　 タ イプ 3 ：民 族 言語 を全 然教 え ない 菩 通 小 学校

　 　トラ ッ ク 1 ：小 学校 か ら 中学校まで・一
貫 し て 民 族 葺 語 を教授 言 語 とす る

　 　 　 　 　 　 学校 に 通 う場 合

　 　トラ ッ ク II：小 学校 か ら中学校まて 教授言語の 異 なる 学校 に 通 う場 合

　 　ト ラ ッ ク 川 ：小 学 校か ら 中学 校 ま で
一

貫 し て 漢 語 を教授 菖 語 とす る 学

　 　 　 　 　 　 絞 に 通 う場合

　 もち ろ ん 、 社会的帰属意識 に よ っ て 異 な るタ イプ の 学 校に 進学 し た こ と も考 え ら れ

な い わ け で は な い 。 しか し，生 徒 の 社 会 的帰 属 意識 が 小学 校段階で す で に 形 成 され た

と い う こ とが 考 え に くく， む しろ トラ ッ ク の 効 果が よ り大 きい と予 想 さ れ る 。

　帰 属意 識 は言 語 能 力 に 影 響 され て い る （池 田　1993＞ が ，言 語能 力 は家 庭環 境 や教

授言語 トラ ッ ク に 影 響 され て い な い の で あ ろ うか 。 以 下 の 分析で は， ま ず，生 徒 の 言

語 能力 （漢語と 民族言語の 読み 書 き能 力 ， 日常の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 言 語） に教 授 言

語 トラ ッ クが与 え る独 自の 影 響を検討 する 。 次 に 生 徒の 社会 的 帰属 意 識 の 形 成過 程 に

教授言語 トラ ッ クが 直接的 ま た間 接 的 （言語 能 力 を媒介す る） に どの よ う に 影響を及

ぼ して い るの か を 分析す る 。 な お 、社会 的帰属意 識を 民族文化 に 対す る 習慣 的行 動

C潜 在 的 な帰 属意 識 ） と他 民 族 出身者 との 交友関係 に 対 す る境 界意 識 を指 標 と して 考

察す る 。

　（1） 読 み 書き 能力 ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 言語

　教 授 言語 トラ ッ クは，直接的 に 生徒の 社会的帰属意識 に 影響を 与え る
一

方，他 方で

は ，生徒の 二 言語の 読み 書 き能力 （自己評価 ） や コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン言 語 （課外で の

言語 使用 ） に 影響 を与え ， そ れ を通 して 生徒 の 社会的帰属意 識 に 影響 を 及 ぼす こ と も

考え られ る 。 そ こ で ，読み 書 き能 力， コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 言 語 と，二 言 語教育 と りわ
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け 教授言語 トラ ッ ク との 関連を まず 明 らか に す る必 要が あ る 。 読み 書 き能力や コ ミ ュ

ニ ケ ー
シ ョ ン言語 は家庭環境 と教授言語 トラ ッ クに よ る 影響が ある と考え られ る 。 こ

こ で は ，家庭環 境の 指標 と して 父 親 の学 歴 と家庭言語 使用 を用 い る 。 父親 の 学 歴 は，

無 （学 校教育 を受 け た こ とが な い ），低 （中学 校 以 下 ），中 （高 校 ・中 等 専門学校 ），

高 （専科大学 ・大 学） の 4 段階 に分 け た 。 家庭言語使用 は，両親の 間 で の 使用 言語 ，

自分 と父親 ・母親 ・兄 弟との 間で の 使用言 語に 関す る もの で あ る 。 なお ，父親 の 学 歴

と家庭 言語使用 との 関連 に つ い て は，学 歴水準が 高 い ほ ど，家庭で 漢語 が使わ れ る割

台 は相 対的に 高い と い う （張瓊華　 1996， 154頁）。 教授言語 トラ ッ クの 独 自の 効果 を

み るた め に ， こ こ で は，父 親の 学歴 と家庭言 語使用 それ ぞれ を 同
一 と した場合 の 教授

言語の 影響を検討す る 。 なお，父親 の 学歴が 「無ゴ と家庭言語使用 が 「チ ベ ッ ト語 」

が 多数 を 占め て い る こ と か らC9｝，以 下 の 分析で は ，父親 の 学歴 が 「無 j，家庭 言語 使

用 が 「チ ベ ッ ト語 」 で あ る場合 に焦 点 を 当て ，そ の 典型的 なケ
ー

ス を と りあげて 検討

す る。

　  教 授 言語 トラ ッ ク と読み 書 き能 力

　 まず 読み 書 き能力に つ い て 見 て み る 。 チベ ッ ト語 の 読 み書 き能 力 に 関 して は ，表 1

に 示す よ うに ， 「よ くで き る 」 の 占め る割合は ， トラ ッ ク H と トラ ッ ク 皿 との 差は小

さ く， トラ ッ ク 1 との 差 は非 常 に大 き い
。 す な わ ち．生 徒 の チ ベ ッ ト語の 読み 書 き能

力 は ，教 授 言語 トラ ッ ク に よ っ て 分化 され て い るこ と が わか る 。

　 漢語の 読み 書 き能力 に 関 して は， 表 2 に よ っ て 明 らか な よ うに， 漢語 が 「よ くで き

る 」 の 占め る割合は 全体的 に 低 い 。 そ して ， 「よ くで きる 」 な い し 「か な りで き る」

の 占め る割合の 高 さは ． トラ ッ ク 皿， トラ ッ ク H ， トラ ッ ク 王の 願 に な っ て い る 。 こ

　 　 　 　 　 　 表 1　 教掻 言語 トラ ッ ク x 家庭環境 x チ ベ ッ ト語能力

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （％ ）

　　　　　　　読み 書き

家庭環 境　 　　トラ ッ ク

一．一w．一ヒ1．

少しで きる かな り で きる よ くで きる 計

至 8．o 36，4 55，7
　　　 一一

正OO（88）
家庭言語使用

チ ベ ッ ト語
　 　 H
−『　一一1　 ．

52，5 14，9 ioO（IBD

嚢1

　 32，61
げr 函L一隔一

　 26．7
−〒一冖冖n曲ゴ冖」

　 25．1

62，8 Io，5 皇 o（86）
一一ヒ

　　 全　　 　体 51．0 23．9 100（355）

1 了．o 32，4 60．6 1〔，O（7D
父 親 の 学歴

無
ll 31，呂 5・i，9 13，3 ［〔，9q95 ）

擱 42，7 ・百，2 Io．1 100（99）

全　　 体 29．6 4呂，5 22，0 ［〔〕o（355）

Pr ＝0、000

Pr＝＝O．0〔〕0
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　　　　　　　　　 多 文化教育の 社会統合機能 に 関 する実証的研究

表 2　 教授言 語 トラ ッ ク X 家庭環境 X 漢語 能力

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （％ 1

　　　　　　　読み書 き

家庭環境　 　　トラ ッ ク
少 しで きる かな りで きる よ くで きる 計

二 46．6
　　「

46．6 6．8 1 G（s8）
家庭言語 使用

チ ベ ッ ト語
H 29．8 63．0 7．2 100（18D

皿 16．3 了3．3 1α 5 1 o（86）

全　　　体 30．7 61，4 7．9 1  〔｝（355）

1 42．3 53．5 4，2 10D〔了D
父親の 学歴

無
lI 3α 3 64．1 5．6 】00（195）

田 13，5 73．0 工3．5 100（89）

全 　 　　体 28，5 64．2 7．3 lOO（355）

Pr ＝0．00D

Pr＝O．　ooo

の よ うに ，漢語の 読み書 き能力 に お い て も教 授 言語 トラ ッ クに よ る影 響が み られ る 。

  教授 言 語 トラ ヅ ク と コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン言語

　で は ．
コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 言語 に つ い て は ど うで あ ろ うか 。 表 3 に 示 され る よ う

に ， トラ ッ ク 1 の 生徒 は ，ほ とん ど （90％ 以 上 ） 厂チ ベ ッ ト語」 な い し 「主 に チ ベ ッ

ト語 」 を コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 言語 と し， また トラ ッ ク H の 生 徒 は主 に 民族言語 を使用

す る と対照 的 に ， トラ ッ ク 皿の 生徒 は ，「漢語 」 な い し 「主 に 漢語 1 を コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 言語 と する 。
こ の よ う に ， コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン言語 も， トラ ッ ク に よ っ て 分化

され て い る こ とが 明 ら か とな る 。

　教授 言 語 トラ ッ ク が 生徒の 言語能力 に 与え る影響 は 次 の よ うに要約 され る 。

一 貫 し

て チベ ッ ト語を教授言語 とす る 教育 を受 けて きた 生 徒 （トラ ッ ク D は t 漢語 の 読み

　 　 　　 表 3　 教授言 語 トラ ッ ク x 家庭環境 x コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 言語

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （％ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 言 　 　 　 　量五

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「亅　 　　 　 　　 ロロ

家庭環 境　　　　　トラ ッ ク
漢語 主 に 漢語

　 主 に

チ ベ ッ ト語
チ ベ ッ ト語 計

．一一．广i」｝ 一　

家庭言語使川

1 0．0 6．8 5毒．5 38．6100 （88）
　一一．」．r1．一

チ ベ ッ ト語
II 3．9 2D．4 6呂，5 72 100G81 ）

Ii！ 7．  5L2 37．2 4．7100 （呂6）

全 　 　 　体 3．7 24．う う7．5 i4．4iOG （35う）
　　　　　　　一．

父親の 学歴

一L一丁一一一

　　　1 L4 8．5 うo．7 39，4 生00（7韮）

無
「i 6コ 26．2 6L5 5．6100 （195）

1H LL2 49．4
　 　　 　 137

」 り　？一r　　一 100（89）

全 　　 体 6．8 29．5　 　 　 53．2
　　　．一．一　A ．ゴ　　．

1L510 〔｝（355）

Pr＝0．ooO

Pr＝〔〕．000
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書 き能力よ り もチ ベ ッ ト語の 読み 書 き能力 の ほ うが は る か に 高 く， ほ とん どチ ベ ッ ト

語 を コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 言語に す る 。 こ の トラ ッ クは，民族言語の 能力を高め ，民族

言語の 使用を さ らに 強 化 して い る 。 チベ ッ ト語 及 び 漢語 を教 授 言語 とす る教育 を受 け

て きた 生徒 （トラ ッ ク H ）は ， 二 言語の 読 み 書 き能 力が ほ ぼ 同程度 で あ り，主 と して

チ ベ ッ ト語を コ ミュ
ニ ケ ーシ ョ ン言 語 に す る 。 こ の トラ ッ クは，生 徒 に 民族言 語 の 能

力 ・民族言語の 使用だ けで な く，漢語 の 読み書 き能力 ・漢 語 の 使用 を も身に つ け させ

て い る 。 そ して ，
一

貫 して 漢語を教授言語 とす る教育を受 けて きた生 徒は （トラ ッ ク

皿 ）は ， チベ ッ ト語の 読 み書 き能 力 よ り も漢語 の 読 み 書 き能力の 方 が 高 く， 日常的 コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 言語 と して も漢語 を使 う場合が 多 い
。 こ の トラ ッ ク は ， 漢語の 読み

書き能力を 高め ，漢語の 使用 を促 して い る 。 以上の よ うに t 生徒の 言語能力は ，教授

謡語 トラ ッ クに よ っ て 差 異化 され る こ とが 明 らか と な っ た 。

　   　社 会的帰属 意識 の 形成過程

　本稿 で は，二 言 語教育 に よ っ て 社会統合が 達成 さ れ る の か を検討す る た め に ．民 族

文 化へ の 帰属意 識 と民 族 隔離 意 識 を社 会的 帰 属 意識 の 指標 とす る 。 民族 文 化 へ の 帰 属

意識を検討す るた め に は ， 人々 が ど の よ うに 考え て い る か とい う こ と よ りも， む しろ

慣習化 され た 意識の 表れ と し て の 行動 （潜在的 な帰属意識）に 着 目する ほ うが よ い で

あ ろ う。 こ こ で は，民族 文 化 へ の 帰 属 意 識 は 「民 族衣 装 を着 るか ど うか 」 「宗 教 寺 院

へ 参拝 に 行 くか ど うか 」 を 合成 変数 に した もの で あ る 。 民族 隔 離意 識 は，民 族 境 界意

識 に 関 す る もの で あ る 。
「友達 を選 択す る 際 ， 本民 族出身か ど うか を 重 視す る か 」 と

い う質問項 目を用 い る 。

　以下 で は ，生 徒の 社 会 的帰 属 意 識 に 二 言 語教育，具体的に は教授言語 トラ ッ ク が 直

接的 ， 間接的に どの よ うに影響 して い る の か を検討 す るこ とを 主要 な課題 とす る 。 二

言 語教育 の 独 自の 効果 をみ る た めに ．まず ，家庭環 境が 生徒の 社会 的帰属意 識に 与え

る影響 を検討 して お こ う 。

　  家庭環境の 影響

　生徒 の 民 族文化 へ の 帰属意識 と父親の 学歴 階層 と は無 関係で あ るが ，表 4a よ り明

らか な よ うに ，家庭言 語使用 と の 関連は み られ る 。 家庭で チベ ッ ト語が よ く使わ れ る

ほ ど，生 徒の 民族 文化 へ の 帰属 意識 は 強 くな る傾 向が み られ る ，，

　民 族隔 離意識 （表 4b ）19．，父親の 学歴，家庭言語使用 と一
定の 関係が あ る。 父親

の 学歴 が低 い ほ ど，家庭 で チベ ッ ト語が よ く使 われ る ほ ど，生徒 の 民族隔離意識 は や

や 強 くな る傾向が み られ る 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 多文化教育 の 社会統合機能に 関 す る実証 的研究

　　　　　　　　　　表 4　 家庭環境 x 社会的馬属意識

a ）民族文化へ の 帰属意識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1％ ）

　　　　　　　帰属意識

カテ ゴ リ
ー 強 くな い や や 強い 強 い 計

無 8．5 43．4 48，2 ［00（355）

低 11．5 44．6 43．8 ioOG21 ）父親

の

学歴
中 10．8 46．1 43，｝ 土00（102）

高 9．7 5玉．4 38，9 王00（72）

漢語

一
35．9 46，2 16．9 玉OO（岱5〕

主 に漢語 1＆ 1 56．9 25．0 10G（72）家庭

言語

使用
主にチベ ッ ト語 7．0 49、4 43．7 100（158）

チ ベ ッ ト語 3，9 4G．3 5う，8 100（356）

全　 　 体 9，5 44．9 45，5 ［0  （650）

Pr ＞ 0．05

Pr ＝0，00 

b ）民族隔離意識

　　　　　　　　 重視度

カ テ ゴ リー
　 全然
重視 しない

あま り

重視しない 畫翻 、 覆欝 。
計

無 20．6
　　 一一」
21．4

　
　 25．1 33．01GO （355）

低 28．9 17．4 27，3 26．4100 （ILI）父親

の

学歴
申 28．4 32，4 18，6 20．6lOO （102）

一

　 　 高 3α 6 26，4 H ．1 31．9100 （72）

漢語 41，5 32，3
　 一心h1
量8，5 了，7lDO （65）

一 一

　　家庭

　　言語

　　鬮

・ドに 漢語 31．9 30．6 18，墅 ig．4lno （72）

］三に チベ ツ ｝語 32．3 20．9 20，9 25，9100 （158）

チベ ッ ト語 16．3 20．6 25．6 37．5ioO （3う6）

全　 　 　体 24，5 22．9 22．9 29．7mO （6う0）

Pr く 0．05

PrrO ．eOO

　つ ま り，家庭 環 境 との 関連 をみ た場 合，民族文 化 へ の 帰 属 意識 は，家庭言語使用 に

よ る差 は 極め て 大 き い の に 対 して ，民 族隔離意識は 家庭環境 に よ る差 が そ れ ほ ど 大 き

くは な い と い え る 。

　  教授言語 トラ ッ ク の 直接的 影響

　それ で は，教授 言 語 トラ ッ ク は 生徒の 社 会的帰属意 識 に い か な る影 響 を与え て い る

の か 。

　まず，教授言語 トラ ッ ク と生 徒 の 社 会 的帰 属 意 識 との 関 連 を見 て み よ う 。

　表 5a に よ る と ，生徒の 民族文化へ の 帰 属意 識が f強 い 」 の 占め る割 合 は， トラ ッ

ク H と トラ ヅ ク 皿 との 差 は 10ポ イ ン ト程度 で あ り，か な り小 さ いが ． トラ ッ ク 1 と の
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　　　　　　　　表 5　 教授言語 トラ ッ ク × 社会的帰属意識

a ）民族文化へ の 帰属意識 1％ ）

　 帰癘意識

トラ ッ ク
強 くない やや強 い 強 い 計

1 5』 202
−冖一

　 　 7ごt8 100（119）

且 6．6 両9．5 43．9 100（305）

蝦 15．9 51．8 32．3 廴o  （226）

全　　　体 9．5 弓1雪．9 45．5 1 o（659＞

Pr ＝ O，000

b ）民族隔離意識

　　 重視度

トラ ッ ク

　 全然
重視 しな い

　 あま り

重視 しな い

か な り

重視す る
非常に

重視する
計

　 　1
一一一

8．4 12．6 17，6
一 一一．

　 61．3 正00（n9 ）

H 23．6 17．7 2呂．2 30，5 100〔305）

帽 34．】　　 i35 ．4 18．6 lL9 100（226）

1全　　体
し

245 　 1　 22．9 22．9 29，了 100（650）

1’
r ＝（）．ooo

差は 4  ポ イ ン ト以 土 もあ り， きわ め て 大 きい と い え る 。 しか し， f　as’い 」 と 「や や 強

い 」 と を合わ せ て み る と， トラ ッ ク間の 格差 はあ ま りみ られ ない
。 こ の よ うに ， ほ と

ん どの 生徒 は民族 文 化 へ の 帰属意 識が強い が，強 さの 度合 い は教授言語 トラ ッ ク間 で

格差が 大きい 。

　民族隔離意識 に つ い て は 〔表 5b ），　 rか な り重 視」 な い し 「非常に 重視」 の 占め る

割 合 は ， トラ ッ ク 1 の 場 合78．9％， トラ ッ ク コ の 場合58，7％ ， トラ ッ ク皿の 場合 3G，5

％ と な っ て い る 。 こ の 割合の 最 高 と最 低と の 差は約 5Dポ イ ン トあ り，極 めて 大 きい と

い え る 。 また ，重視 の 度 合 い を み る と， 「非常 に 重 視す る 」 の 占め る割 合は． トラ ッ

ク 1 と トラ ッ ク 璽 とで 約 50 ポ イ ン トの 差が あ る 。
こ の 二 重 の 差か ら，

一
貫 して チ ベ ッ

ト語 を教 授 言語 とす る教 育 を受 け て きた 生 徒の 民族隔離意識が 極め て 強 い こ と が 示 さ

れ て い る 。

　次 に ，家 庭 環境 を コ ン トロ ール して ，教 授言 語 トラ ッ ク が生 徒の 社会的帰属意 識 に

及ぼ す 影響 を 分析 す る 。 な お ， こ の 分 折 で は，家庭 環境 の 中で は ，家庭 言語使用が 相

対的 に 子ど もの 社会 的帰属意識 に 与え る影 響が 大 きい こ と か ら，家庭 言 語使 用 を用 い

る 。 さ らに ，チ ベ ッ ト語 を使 用 す る家 庭が 圧 倒 的 に 多い た め ， こ こ で も家庭 言語使用

が 1チ ベ ッ 1・語 」 の 場合 だけ を と りあ げ る 。

　表 6 は ，家庭 言語使用を 「チ ベ ッ ト語」 に コ ン トロ
ー

ル した場合の 教授言語 トラ ッ

クの 影 響を 示 した三 重 ク 日 ス 表 で あ る。そ れに よ っ て ，生 徒の 社会的帰属意識が 教授
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 多文化教育の 社会統 合機能に 関す る実証的研究

　　　　　 表 6　教授言語 トラ ッ ク x 家庭言語使用 × 雑会的帰属意識

a ）民族文化へ の 帰属意識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （％ ）

　　　　　　 帰属意識

家庭 言語使 用　 トラ ッ ク
強 くな い やや 強い 強い 計

1 童，】

　 L｝冖

ig，3 79，5
　　　 一幽

100（98）
　　　 11

チ ベ ッ ト語 H 3，9 43，6 52．5 lOO（18豊）

皿 7．0 54，7 38．4 100（呂6）

全　 　 　体 3．9 4D．3 55，8 100（355）

Pr＝G，000

b ）民族隔離意識
皿

　　　　　 　　重 視 度

家庭 言語使 用　　トラ ッ ク

　 全然
重視しない

あま り
重視 しない

か な り

重視する

　 　 　 　 旨
非 常 に

重視す る
計

【 4，5
一一圏

12．5 20．5
　　 一

52．5100 （88）

チベ ソ ト語 11 【4．4 18．8 30，9 35、9100 （18D

皿 32．6 32．6 19．8 h ，1100 （86）

全　　　体 16．3 20，6　 　 　 2う、6 37．510U （355）

Pr ＝ 0．00〔｝

言語 トラ ッ ク に 左右 され て い る こ とが わか る 。

　  教授 言語 トラ ッ クの 間 接的影響

　最 後 に ， 教授言語 トラ ッ クが 生 徒 の 社会 的帰 属意識 に 与え る 間接的 な 影 響 ， つ ま

り， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 言語 や 読 み 書 き能 力に 媒介 され た影 響 に つ い て 検討 す る 。

表 7　 民族文化へ の帰属 意識

（％ ）

　　　　　　　帰属意識
カ テ ゴ リ

ー 強 くな い やや強い 強 い 計

　一「

漢語 35．5
、r46

．7 17．8
　1．

1〔｝Oq5 ）

室に漢語 12，3 6L6 26，0 ［00（219）
コ ミュ

ニ ケ
ー

　　　 一’凾
シ ョ ン 哥 語 主にチベ ソ ト語 53 39．9 54．8 Ioo（321）

チ ベ ン ト語 3．1 【2．3 組 、6 iα〕（65）　　　．r一　 一ヒー

少 しで きる 17．5 57．8 24，6 ［oo（2H ）

チ ベ ッ ト語

　 能力
やや で きる 6．i d！1．3 49、7 】OG（31D

で きる 48 24．9 70．4 100（12の

少 しで きる 蘓 36．、‡
陲

　 57．1 10D（1』0）

漢語

能力
や や で きる 9．o ・梠、6 ・12、5 100d2 わ

で きる ［7，4 4〔L7 ．月．9 巨｝〔x3の

全　　　体 9，5 軋 g　
i
　 45．5 loo（650）

Pr＝0，0〔〕0

P 【
・＝O．OOO

Pr＝9．［）v2
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表 8　民族隔離意讖

（％ ）

　　　　　　　　重視度
カテ ゴ リ

ー
　 全然
重視しない

あ まり

重視しない

かなり
重視する

非常に

重視する
計

漢語 42，1 31．1 H ，1 15．6100 （45）

主に漢語 34．7 31．11 　 23．3 ll．D100 （219）コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン言語 主にチベ ッ ト語 18『1 19．3 26，8 35，8100 （321）

チ ベ ッ ト語 9．2 7．7 10．8 72．3iOO （65）1

少 しできる 3L3 29．9 22．3 16，6100 （2n ）

チベ ッ ト

　能力
や や で きる 25．8 24、5 23，9 25．810G ｛314）

で きる 9．6 7，2 2L6 6｝．610G （i25）

少 しで きる 13，6 17．1 22．1
　　．…

47，1
一｝

100（140）
漢語

能力
や や で きる 26．7 23．8 24，5 25，0　 　 100（424）

で きる 31．4 27，9 量5，3 24，4100 （86）

全 　 　 　体 24．5 22，9 22，9 29．710D （650）

Pr＝＝ 〔〕，000

Pr ：＝＝ ．000

Pr ＝0，000

　表 7 に示 す よ うに ，民族文化 へ の 帰属意 識が 「強い 」 の 占め る割合 は ，漢語 の 読み

書 き能 力に よ る差が あ まりみ られ ない が ， コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン言語や チベ ッ ト語の 読

み 書 き能力 に よ る差 は 極 め て 大 きい 。

　民 族隔離意識 との 関連 で は ，表 8 に よ っ て 明 らか な よ うに ，漢 語の 読 み書 き能力 が

高 い ほ ど，「非常に 重 視 」 ない し 「か な り重視 1 の 占め る割合 は やや 小 さ くな っ て い

るの に 対 して ，チ ベ ッ ト語の 読み 書 き能力が 高 い ほ ど，そ の 割合 は 大 き くな っ て い

る 。 す な わち． こ こ で もチ ベ ッ ト語の 読み 書 き能力の 民 族隔離意識に 与え る影響力 は

漢語の 読み 書 き能力の そ れ よ り大 きい 。 ま た ，民族隔離意識は コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン言

語に よ る格差 も極 めて 大 きい 。

　 こ の よ うに ，民族言語の 習得や 自民族語 の使用 は ， 民族文化へ の 帰属意 識を 促す 。

ま た ， 生徒の 民族 隔離意 識 も民 族言語 の 読 み書 き能力や コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン言 語に 大

き く影 響 され る 。

　上 で 分 析 した よ うに ，家庭環 境 は ，生 徒の 民 族 文 化 へ の 帰 属 意 識 に 強 く影 響 す る

が，民族 隔離意識 に は あ ま り影 響 して い な い 。 教授言語 トラ ッ ク は逆 に 民族隔 離意識

に 強 く影 響す る が ，民族文化 へ の 帰属意識 に そ れ ほ ど影響 して い な い 。 また，教授 言

語 トラ ッ ク は ，間接的に も生 徒の 社会的帰 属意 識に 影響を与 えて い る。 こ の よ うに ，

生徒 の 社 会的 帰 属 意識は家庭環境 よ りも教 授言語 トラ ッ ク に よ っ て 分化 され て い る こ

とが わか る 。
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多文化教育の 社会 統合機能 に関 す る実証的研 究

4， 考　　察

　多文化 主 義 ， と りわ け コ
ーポ レ イ ト多元 主義 は 実現 しが た い の で あ ろ うか 。 多文化

教育 に よ る社会統 合の 可 能 性 が あ る の か 。 本研 究 で は，中国 に お け る少数民族政策 が

コ
ーポ レ イ ト多 元主義 に 位置づ け られ る こ とを 明 らか に し，そ して そ の コ ーポ レイ ト

多元主義 の 戦略の 1 つ と しての 二 言語教育が 生徒の 社会 的帰 属意識に どの よ うな影 響

を与え て い るの か に 焦点を 当 て て 実証的 に 分析 した 。

　二 言 語教 育を通 して ，民族文化 へ の 帰属意識が 形成 さ れ なが ら，他 民族 と も積極的

に 関 わ る場合は ，社会 の 統 合が 達成 され て い る と考え られ る 。 しか し ， これ ま で の 分

析結 果 は次 の よ うに な る 。

一
貫 して 民族 言 語 を教授言 語とす る教育を受 けて きた生 徒

は ，民族文 化 へ の 帰属 意識 が 強い 一
方，他方で は，他 民族 との 関 わ りを拒否す る傾 向

が み られ，異化志 向型 と い え よ う 。 共通 言語 を教授言 語 と する教 育 と民 族 言語 を教授

言 語 とす る教育 の 両方を 受 け て きた 生徒 は ， 民族文 化 へ の 帰 属意識が あ りな が ら，他

民族 との 関わ り も積極的 で あ り， 統合志 向型 と い え る 。 そ して ，
一

貫 し て 共通 言語 を

教授言語 とす る教育を受 けて きた生 徒 は，民 族文化 へ の 帰属意 識が や や弱 く，他民族

と の 関 わ りが 非 常 に 積 極 的で あ り，同化志 向の 傾向が やや み られ る 。

　な ぜ 生徒 は こ の よ うな 3 つ の 志 向型 に 分か れ るの か 。 こ の 分化 に 対 して ，
二 言語教

育は ど の よ うに 働 い て い る の か ， そ の メ カ ニ ズ ム に つ い て 考察 を して お こ う 。

　一
貫 して 民族言語を教 授 言語 と す る トラ ッ クで は，生徒 は 民族言 語 の 読 み 書 き能力

を身 に つ け，慣習的 に民 族 言語 を 使用 す る 。 そ れ に よ っ て t 民 族文 化 へ の 帰属意 識が

促 され る 。 しか し，生徒 の 民族 言 語 の 読 み書 き能力 と共通 言語能力 と の 差が 非常 に大

き く， ま た ほ とん ど民 族 言 語 しか 使用 さ れ て い な い か ら，民族 隔 離 意 識 が 形 成 さ れ

る 。 家 庭環 境は ，生 徒の 民族 文化 へ の 帰属意 識 に 強 く影響 して い る が 、生徒 の 民 族隔

離意識 に あ ま り影響 して い ない 。 した が っ て ， こ の タイ プ の 二 言語 教育 は ， 生 徒 の 民

族 文 化 へ の 帰 属意識 を補 強す る と同 時 に ，生徒 を民族 隔離へ 誘導 し て い る 。 す なわ

ち， こ の トラ ッ クで は ，補 強と誘導 の メ カ ニ ズム に よ っ て ，生 徒 を異 化 志向 へ と 導 く

働 きを して い る と思われ る 。

　小学 校 と 中学校で 異な る教授 言語 と す る トラ ッ クで は，生 徒 は， 日常語 と して 共通

言語 よ り も民族 言語 を用 い て い て も二 言語 の 読み 書 き能 力を 身 に つ け て い る 。 そ れ に

よ っ て ，民 族文化 へ の 帰 属意識が 促 さ れ る
一

方，民族 隔離 へ の 志向が阻止 され る こ と

に な る 。 こ の トラ ッ クで は ，補 強 と阻 止の メ カ ニ ズ ム が働 き， こ こ で の 二 言語教育は

生徒 を統 合志 向 へ と導 い て い る と考え られ る 。
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一

貫 して 共通 言語を教授言語 とする トラ ッ クで は ，家庭環 境の 影響 とは独立 に 民族

文化 へ の 帰属意識を抑制 して い る。
つ ま り， 生徒 は 主と して 共通言語を コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 言 語 に し．民族言 語能力 を あ ま り身に つ けて い な い た め ，民族文化 へ の 帰属意

識が抑制 され て い る 。 他方で は，共通 言語 に よ る教 育 は ，漢 文化 に 対す る志向や 全体

社 会 へ の 同調 を育む の で あ る 。 こ の 場合 ， 抑制と 同 調 の メ カ ニ ズ ム が 働 き，二 言語 教

育は ，生徒を同化志向へ と導 い て い るの で あ ろ う。

　多文化 主義 の 問 題 性を指摘 した こ れ まで の 意 見は 2 つ に分 け られ る 。 1 つ は，多文

化 の 容 認 は，国家の 分裂を導 くの で は な い か と い う指摘で あ る 。 もう 1 つ は，多文化

主 義 は ．同化を強 化 す る手 段 で は な い か とい う見解 で あ る 。 また， ゴ ー ドン は ，多文

化主義 を りベ ラ ル 多元主 義 と コ
ーポ レ イ ト多元主義 と に 大別 し， リベ ラル 多元主 義 に

将来性 が あ る と推 測 して い る 。 こ れ らの 議論は 多文化主義 とい うイデ オ ロ ギー
．

つ ま

り理念 レベ ル に お い て進 め られ て い る 。 それ に 対 して ，本研 究は ，多文化主 義の 戦略

と して の 二 言語教育が学 校教育に 導入 され る際の 教授言語 とい っ た 実態 レ ベ ル の 問 題

に 着目 し， 異な る教授言語 に よ っ て 社会化 され て い る生徒 の 社会的帰属意識に 焦点を

当 て る こ と に よ っ て ，二 言語教育 は 生徒を同化志 向，異 化志 向に 分化す る だ けで な

く，統合志向の 方 向 に も機 能 して い る可能性が あ る こ と を明 らか に した 。 つ ま り，本

研究の 分析結果か ら ， 多文化主義が その 二 言 語教 育 の あ り方 に よ っ て t 同化を強化す

る こ と も，異化 へ 導 くこ と も， そ して 統合に 寄与す る こ と もあ り うる と い うこ と は い

え よ う 。 した が っ て ，多 元 主義 の 成 否 は 二 言 語教 育 の あ り方に か か っ て い る の で は な

か ろ うか 。 つ ま り，多文 化 主義が すべ て 否定 され る 必 然性 はな い とい う こ とで あ る 。

さ らに ， 本研究 の 知見 に よれば ，学 校で の 教 授言 語 を学校段 階で 調整すれ ば ，民族文

化 の 共生 を 図 り つ つ ，社会 統合 を 達 成 す る可能性 も考え られ な い わ け で は な い だ ろ

う 。 っ ま り，従 来 実現 しが た い と考 え られ て きた コ
ーポ レイ ト多元主義 は ，将来性が

な い とは い え な い だ ろ う 。

〈注 〉

（n　多 文化主義 とは ，政治的，社会 的，経済的，文化 ・言語 的不平 等 をな くそ うとす

　る
一

種の 国 民統合或い は社会統 合イデ オ ロ ギ ー
で あ り．具体的な一

群の 政策を導 き

　出す 指導原理 で あ る （関根　1994， ユ99頁）。 そ こ で は ， 国 民鬱 家 は 1 言 語 ・
ユ文 化

　 ・圭民族に よ っ て 成 立 すべ きだ とす る f同化主義」 に もとつ く国民統合政策を否定

　する 。 多民 族，多文 化社会の 統合 に は もはや同化主 義 は有効で は な く，む しろ エ ス

　ニ ッ ク紛争の 原因で あ る との 認識 に 立 ち ， 各人種 ・民 族 ・エ ス ニ ッ ク集団の 伝統文
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　 化，言語，生活習慣 を 中央政府 が 積極 的に 保護 し，公 的援助 を行 うば か りで は な

　 く， 人種差別禁止 や ア フ ァ
ー

マ テ ィ プ ・ア ク シ ョ ンを 導入 して エ ス ニ ッ ク ・マ イ ノ

　 リテ ィ の 教育 と職業を基軸 と した 社会参加を促す 。

｛2） 中国 の 行 政 単 位 は，省 ・ 区 に 分 割 され て い るが ， そ の 内， 区 は 民 族 自治 区 で あ

　 り， 省は 主 に 漢族が 分布 して い る 。 省 ・区は ，さ らに 地 区 ・州で 構成 され ，地区 ・

　 州 は県 に よ っ て 構成 され ，県 は郷に よ っ て 構成 され る 。 民族 自治区 域 は ， 自治区お

　よ び各省内の 自治州 ， 自治 県 を指す 。 自治区は ，内モ ン グル ，寧夏 回族，新 彊ウ イ

　 グル ，チ ベ ッ ト，広 西チ ワ ン 族の 5 つ が あ る 。 その ほ か ，31の 自治 州 と 105の 自治

　県が あ り，そ の 分布 は 自治区 以外 の 省 に また が っ て い る 。 また ， 5 つ の 省 （区） と

　 は ， チ ベ ッ ト自治区 ， 青海省に 海北 ，海南 ， 果洛，玉樹 ，海四 の 各 チ ベ ッ ト族 自治

　州，甘粛省は甘南 チ ベ ッ ト族 自治 州，天祝チ ベ ッ ト族 自治県，四川省 は 阿覇，甘孜

　 各自治 州 と木里 自治県 ，雲南省は 遖慶 自治 州 で あ る 。

（3j 政教 合
一

と は ，政治 の 組織が 俗 界 と宗教界に よ る 二 重 の 構造 と い うこ とで あ る 。

　チベ ッ トの 宗教 と政 治 の 最 高指導者 は， ダ ラ イ ・ラ マ 法王で あ っ た 。 総 理 大臣が 二

　入 い た 。

一人 は 俗人 ， もう
一人 は 僧侶， それ ぞ れが 俗界 と宗教界を担 当 して い た 。

　 内閣 は 三 名 俗人 と一 入 の 僧 侶 に よ っ て 構 成 され た 。 内 閣 の 下 部組 織 で あ る執 行 部

　 は，大 き く政 務 省 と宗 務省 に 分け られて い た 。

（4） f民 族 平等 」 と 「民 族 団 結」 の 基 本理 念 の 原 型 は ，ユ950年 8 月 24日 に ，中央 人民

　政府政務院第60回政務 会議で 審議 され た 「少数民族 幹部 の 養成に 関 す る試 行案」 で

　 あ る 。

〔5） 「中華人 民共初国 憲法 1 と 「中華人民 共和国 民 族区 域 自治法 」 の 原 文 は ， 法律出

　版社法 規編集室 編 r新編 法 律手冊』 （1988） に 集 録 され て い る 。 引 用 した条 文の 邦

　訳 は ， 中国研 究 所編 『中国基 本法 令集 』 （1988） 6 頁 ， 15頁 ，39頁 と 41頁を参照

〔6｝ 四 nl省教育委 員会 民族教育処編　 1993，『民族 教育 文献繪 編』 （t28頁） に よ る も

　 の で あ る 。

（7） こ の 調査 は ，教室で 教師の 指導 の 下 に
一

斉記入方 法で 行 っ た 。
4 つ の 県 と も高原

　高寒地帯 に あ り，チ ベ ッ ト族 を主 体 とす る地域で あ るが ，対象校の 立地 す る 県政府

　所 在都市 で は， チベ ッ 【族 と漢族 の 出身者が 多 数を 占め て い る 。 な お生徒は 全寮制

　の 生 活 を して い る 。 こ の 地 域は ， 西側が チベ ッ ト高原に 接 し，東側が 主 流 民族の 漢

　族居 住圏 に 接 して お り，チ ベ ッ ト文化 と 漢文化が 交錯す る 状況 に あ り，他 の チ ベ ッ

　 ト族居住圏 よ りも二 言語使用が 多 くみ られ ， 2 つ の タ イ プの 二 言語教育が 平行 して

　行わ れ て い る 。 したが っ て ，二 言語 教 育が 生徒の 社 会 的 帰 属意 識 に 及 ぼ す 影響を 考

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 173
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　 察す る うえ で 格好の 地 域と 考え られ る 。

｛8） 阿覇州教 育委員会 に よれ ば s チベ ッ ト語 を教授 言語 に して も，漢語 を教授言語 に

　 して も，チベ ッ ト語 と漢語 を科 目とする学習時間数が ほ ぼ 同 じで あ る 。 チ ベ ッ ト語

　 を教授言語 とす る場合 ，教科書 は チ ベ ッ ト，青海，甘粛， 四川，雲南の 五 省に よ る

　統 一編 集 され た もの を使 用 す るが ， それ は ほ とん ど全 国 統 一の 教 科 書 の 翻 訳で あ

　 る 。 漢語 を教授言語 とする場合，チ ベ ッ ト語を除 く，全国統
一

の 教科書が 使用 され

　 て い る。

｛9〕 父親の 学歴 構成は ，
「無」 54．6％ （355人 ）． 「低 」 18．6％ （121入）， 「中」 15．7％

　｛ユ02人 ）， 「高」 1L1 ％ （72人） とな っ て い る 。 家庭言語使用 状況 は ，「チ ベ ッ ト語 」

　 54，6％ （355入），「主 に チ ベ ッ ト藷」 24，3％ （158人 ）J
「主 に 漢語」 11．1％ （72人 ），

　 「灘 吾」 10％ （65人） とな っ て い る 。
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ABSTRACT

  Empirical Study on  the Funetions of  Social Integration

              through  Multicultural Educatien;

                Bilingual Education in China

                                              ZHANG,  Qionghua
                                 (Graduate School, Tokyo  University)

                       7-3-1 Hongo,  Bunkyo-ku,  Tokyo,  113-oo33, Japan

  Is it pc}ssib]e to realize  multi ¢ ulturalism,  especially  corporate  pluralism?
Js it possible  to achieve  social  integration through  multicultural  educa-

tion?

  First this study  tries to show  that  China's  multiculturalism  is located

in corporate  pluralism  thrQugh  a  macro-level  case  study.  Then,  on  the

micro-leyel,  using  survey  data from the questionnaires  given tQ Tibetan

junier high school  students,  Lhis study  analyzes  the influence of  bilingual
education  on  the soeial  identities of  students.  In this case,  bilingua] edu-

cation  is yiewed  as  the key factor of  multicultural  education  based  in

corperate  pluralism,

 Conclusions  derived from  this study  are  summarized  as  follows:

  a)  For those who  have  been  taught in the  Chinese language  from

     elementary  school  through  junior high  school,  a  tendency  of  assim-

     ilation has been  obseryed.  They  seem  te have  }ittle awareness  of

     their ethnic  heritage, and  have more  contact  with  oLhers  outside

     their ethnic  group;

  b) Those  who  haye been  taught in both their ethnlc  language  and  the

     Chinese  language  displayed consciousness  Qf  their ethnic  identity as

     well  as  positive att!tudes  toward  others  eutside  their ethnic  group.

     I identify these students  as  integrative types;

  c)  The  students  who  have receiyed  education  only  in their ethnic  ian-

     guage  demonstrate strong  ethnic  identities and  reject  interaction

     with  students  eutside  their ethnic  group,

  This  paper  reveals  that  multiculturalism  has different some  influences

on  increasing  assirnilatien,  leading-to isolation and  achieving  integration

along  s&･ith  different bilingual edticational  styles.  Accordingly,  the success

or  failure of  multiculturalism  depends  on  the differeRt bilingual educa-

tional styles,  From  the findings, it is helpful in seeking  for the coex-

istence of  national  cultures  as  well  as  in improving  the social  integration

if the languages  used  in schools  are  adjusted  according  to different

school-levels,  Namely,  in doing  so,  it will  be possible  to realize  cerporate

pluralism  which  has been  regarded  as  impossible up  to now.
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